平成　　　年　　　月　　　日
は　じ　め　に

　　　　　　　　　　　　　ボーイスカウト静岡県連盟

所属団　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．プロジェクト実施に対する動機（ニーズの発意）

	



２．個人の目標（資質の面）
	№
	氏　名
	個人の成長目標

	１
	
	

	２
	
	

	３
	
	

	４
	
	

	５
	
	

	６
	
	


３．挑戦するアワードおよび技能章
	アワードの分野
	技能章

	
	

	
	

	
	

	
	


平成　　　年　　　月　　　日

プロジェクト企画書

テーマ　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

活動チーム名：　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　ボーイスカウト静岡県連盟

所属団　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　

１．目的

２．活動内容（目標）

	活動
	内　　　　　容
	期　　間

	1
	

	

	2
	
	

	3
	
	

	4
	
	

	5
	プロジェクト報告書


	



３．参加者　　　　活動チームチーフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　マネージャー　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　メンバー　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　メンバー　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　メンバー　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　メンバー　　　　　


４．期　間


５．予算概要　　　チーム活動費（隊予算分）　　　　　　　　　　　　　円

　　　　　　　　　　　個人負担分（＠　　　　　×　　人）　　　　　　　　　円

　　　　　　　　　　　

合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円


６．隊長の評価

　　

平成　　　年　　　月　　　日
活動実施計画書①

活動チーム名　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
	１．活動のテーマ
	


	２．活動の目的
	



	３．活動内容（目標）

（活動１）
	



４．行動計画（日程）

	月　　日
	内　　　　　　容
	場　　所

	

	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



	５．人的・物的資源
	


６．役割

	役　務
	氏　　　名
	内　　　　　容

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



	７．期　間
	


	８．予算概要
	

	合計


平成　　　年　　　月　　　日
活動実施報告書①

活動チーム名　　　　　　　　　　　　　　　




 





調査結果





平成　　　年　　　月　　　日
プロジェクト報告書

テーマ　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

活動チーム名：　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　ボーイスカウト静岡県連盟

所属団　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　

１．プロジェクトの目的
	



２．目的に対する結論（まとめ）

	



（プロジェクト報告書②）

３．プロジェクトに対して

①反　省

	



②評　価

	



③感想と課題

	



（プロジェクト報告書③）

４．チームワークに対して

①反　省

	



②評　価

	



③課　題

	



（プロジェクト報告書④）

５．個人の目標（資質の面）に対して

①反　省

	



②評　価

	



③課　題

	



◇隊長の評価

	
隊長名


活動チーム員で話し合い、プロジェクト企画から実施展開に至る内容について反省点を記載します。


ポイントは、企画書に挙げた「活動内容」に絞っても良いでしょう





全ての活動実施報告書の調査・実施を通してプロジェクトの目的を達成できたかどうか順を追って記載します。そして最終的に結論に結び付けます。


特にここでは、「はじめに」の「プロジェクト実施に対する動機」とも関連づけて書くことも必要になります。


小説でいう「エピローグ」になります。





報告書を作成した年月日を記入します





企画書と同じチーム名を記入します





報告書を作成した年月日を記入します





計画書を作成した年月日を記入します





作成した年月日を記入します





企画書と同じ目的を記入します





企画書と同じテーマを記入します





行動報告と調査結果





活動チーム員の役割





活動内容（活動１・目標）





活動の目的





活動のテーマ





実施・展開したことと、計画段階での反省点、また評価できた点を記載します。





活動１の中でかかった経費をまとめます。


収入と支出をＴ字形式で記載します。


例：　　活動１「○○○の調査」





　　　　収入の部　　　支出の部





「行動報告と調査結果」に記載された内容に対して「調査のまとめ」を記載します。





行動計画に基づいて、行動した結果を記入します。この中には、行動計画の月日ごとに記載し、計画書の行動内容に基づいて調査・実施したこと（写真やイラスト、文章等々）や人的・物的資源があった場合は、その内容も記載します。「行動報告と調査結果」に記載されていることが、活動実施報告書のメインになります。





隊長の評価は、実施展開を含め、それぞれの活動実施報告書およびプロジェクト報告書が出来た時点で、スカウトと面談をし、アワードを認定するかしないかを協議で決める。


アワードが認定できない場合は、その理由を明確にし、再度スカウトに訂正させる。


隊長がもっとも重要視する点は、


①プロジェクトに取り組む前と取り組んだ後の成長度合いを見極めて、評価すること。


②能力を見極めた上で、プロジェクトの完成度を一人ひとりの基準に合わせて、評価をすること。


隊長は、以上２点の内容と評価、今後期待することを第三者が見てもわかるように記載する。





反省点に記載した達成できなかった点や理由を振り返り、今後どのようにすれば改善できるか、また新たに見えてきた資質の成長目標を記入しましょう。


特に、課題点は、次のプロジェクトに繋がります。具体的に示した方が取り組む上において参考になります。





また、達成できなかった理由についてもあわせて記入しましょう。





「はじめに」の「個人の成長目標」を振り返り、プロジェクトを通して、達成できた点やそれ以上に成長できた点を記入します。


また、達成できたこと、それ以上に成長できた理由についてもあわせて記入しましょう。





「はじめに」の「個人の成長目標」を振り返り、プロジェクトを通して、達成できなかった点を記入します。


また、達成できなかった理由についてもあわせて記入しましょう。





プロジェクト企画から実施展開に至る内容について活動チーム員の課題点を記載します。


特に、課題点は、次のプロジェクトに繋がりますので、具体的に示した方が取り組む上において参考になります。


ポイントは、プロジェクトの内容にこだわるのではなく、一人ひとりがプロジェクト企画、計画、実施展開の中で、チームに貢献できたかを見直します。その中で自分自身、もしくはチーム員がどうあれば今後、より良いプロジェクトを展開できるか、提案すべき点を挙げましょう。


ここに書かれる内容は、一人ひとりの視点で書くので、一人ひとり内容が変わるはずです。





プロジェクト企画から実施展開に至る内容について活動チーム員の評価点を記載します。


ポイントは、プロジェクトの内容にこだわるのではなく、一人ひとりがプロジェクト企画、計画、実施展開の中で、チームに貢献できたかを見直します。その中で評価すべき点を挙げましょう。


ここに書かれる内容は、一人ひとりの視点で書くので、一人ひとり内容が変わるはずです。





プロジェクト企画から実施展開に至る内容について活動チーム員の反省点を記載します。


ポイントは、プロジェクトの内容にこだわるのではなく、一人ひとりがプロジェクト企画、計画、実施展開の中で、チームに貢献できたかを見直します。その中で反省すべき点を挙げましょう。


ここに書かれる内容は、一人ひとりの視点で書くので、一人ひとり内容が変わるはずです。





活動チーム員で話し合い、プロジェクト企画から実施展開に至る内容について感想と課題点を記載します。


特に、課題点は、次のプロジェクトに繋がりますので、具体的に示した方が次のプロジェクトに取り組む上において参考になります。


ポイントは、企画書に挙げた「活動内容」に絞っても良いでしょう





活動チーム員で話し合い、プロジェクト企画から実施展開に至る内容について評価できる点を記載します。


ポイントは、企画書に挙げた「活動内容」に絞っても良いでしょう





活動実施計画書１から活動実施報告書１が完成するまでの収入と費用を記入します


（内容○○○×数○○＝計○○○と順次記入し、総合計を合計欄に記入します）





活動実施計画書１から活動実施報告書１が完成するまでの期間を記入します





活動１に関わるメンバーを記入します





活動１に必要な人（名前や何をしている人かわかるようにする）や物を記入します





活動内容に書かれた内容を、日程に基づいて具体的に何をするのかを書きます。


（月日は何時から何時まで、内容は何をするのか、場所はどこでするのか）


最後の行動計画の欄には「活動実施報告書作成」が記入されます


※但し、キャンプやハイキング、イベント等、調査項目以外に方法を用いる場合は、別途計画書を作成しなければなりません。


（例：行動内容欄には、「移動キャンプ計画」と記入し、移動キャンプ計画書を別途添付する）





企画書の活動１の内容をもう少し具体的に記入します





何のために実施するのか、その目的を記入します





計画書にあわせたテーマを記入します


（本の目次みたいなものです）





企画書と同じチーム名を記入します








プロジェクト開始から報告書完成までにかかる費用を記入する





プロジェクト開始から報告書完成までの期間を記入する





このプロジェクトに参加しているメンバーを記入する





目的を達成するために行う活動内容とその活動がどれだけの期間で出来るかを記入する。


ここに書かれた一つひとつが活動実施計画書に細かく記載される


（例：活動１→活動実施計画書１となる）





現状の「何」を踏まえ、「何」をすることによって、「何」を得ることができ、得た「何」をどのように地域に貢献できるか


（知識・技能の習得と、その技能を地域へどのように奉仕・貢献するか）





プロジェクトにあった名前を入れます





プロジェクトを一言で表わします。本の題名みたいなものです。





企画書を作成した年月日を記入します





プロジェクトを達成することで取得できるアワードを書きます。また、関連して取得できる技能章も記入します





現状の資質で、プロジェクトを通してどのような部分を成長させたいかを記入します


（例：消極的な性格を積極的にしたい）





ここでは、自分がやろうとしているプロジェクトを決めるまでの背景を書きます。


小説でいう「プロローグ」になります。


（どこから自分のニードが出てきて、どのようにそのニードを達成したいか？）








実施展開に対する反省・評価








収支報告





調査のまとめ





活動１に参加したメンバーの氏名、役務、任務した内容を記入します


（例：氏名　桃山太郎


　　　役務　会計


　　　内容　収支計画・報告書作成）





計画書と同じ内容を記入します





計画書と同じ目的を記入します





計画書と同じテーマを記入します





書式は自由形式で作成します





企画書と同じチーム名を記入します





活動実施計画書が出来た時点で、スカウトと面談をし、アワード認定基準をスカウトとの協議で決める。アワードの認定基準は、


①プロジェクトを取り組んだ後にどれだけの成長が見られたか


　（「はじめに」の「個人の目標（資質の面）」を参考にする）


②一人ひとりの能力を見極めた上で、プロジェクトの完成基準を決める


隊長は、評価できた点、励ましの言葉、期待することを記載する。
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